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     株式会社「高齢社」立ち上げ  

 

新潟市西区の新潟大学で社会連携フォーラム五十嵐が『働く幸せ』というテーマで開催さ

れた。 

多数の学生、近隣の自治会役員、東京からの講演者とその関係者、および一般市民、約２

００人が参加した。 

基調講演として、会社の名前そのものがズバリ「高齢社」を立ち上げた、会長の上田研二

氏にお話を伺った。定年退職された方に就労の場を与えている上田研二会長のお話に感動、

感激した。 

持参したテレビ番組のＤＶＤをスクリーンに映し出して、分かりやすく説明してくださ

った。番組の司会は作家の村上龍氏と女優の小池栄子さんで、上田さんの仕事内容を深く掘

り下げていた。 

この会社の偉いところは、当たり前のことをやるのではなく、発想の転換をして若い人を

雇わず高齢者を雇い、彼らの経験と技術を生かしてビジネスが成り立っていることである。 

ここに入ってくる採用された者も、６０歳以上が条件だという。採用面接試験も和やかな

中に、会社の方針としての方向付けと条件等もあくせくせずにゆったりしている。 

採用後はすべての方々がお互いに歳を重ねているからムリがなく自然体で働いている。

引越しした後のガスのメーターの処理、マンション管理会社での部屋の掃除等の確認であ

る。月に８万円から１０万円ほどの手当てがあるとのこと。期末手当として、３０パーセン

トの配当が上乗せされるという。従業員もニコニコしながら手当てでゴルフもできると笑

顔だった。 

この上田会長さんは、倒産しかかった会社を２社立ちなおしてきたとのことだ。業績がお

かしくなると従業員のリストラをすぐに行なうような社長が多いが、社長の方針が倒産や

業績不振を招いたわけだから、社長自らがまず腹を切るべきだとキッパリといわれた。 

上田会長は、時には座を盛り上げて大笑いさせるようなユーモアも多々あった。そのため

公演中は終始、和やかだった。 

若い女性が場にいただけでもドーパミンが多く放出されるから、パーキンソン病には女

性が大事だと司会の女子大生と握手していたのには、大笑いだった。 

講演会が終わって、私のテーブルと同じ場となって、話を伺う機会があった。尊敬してい

る人は、松下幸之助さん、上杉鷹山公とのこと。２人とも後世に名前を残している立派な人

物だ。 

２０００年にパーキンソン病を発病し数年前は年に３０回も転倒したという。今年は、ま

だ６回ということで、喜んでおいでだった。 

私にとって今回の上田会長のお話は、これからの人生を生きる上で大変参考になった。 

この企画にご尽力いただいた新潟大学の教職員、多数のボランティアの学生の皆さん、自

治会の皆さん、協力会社の皆さんに感謝します。 


